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 研究１：Enhanced Green Fluorescent Protein (EGFP)を発現したラット下肢骨格筋組織からEGFP筋芽細胞を












 研究２：Photolithography法を用いてPolystyrene上に1000 µm×5, 10, 25, 50, 200, 400 µm幅のPoly Vinyl Alcohol 
(PVA)コートを行って細胞の接着領域を制限し、その上でL6筋芽細胞を分化培養させ、播種から1, 2, 3, 4, 7, 
10, 14日後に増殖率、角度、太さ、Myogenin発現率、形状観察などの解析を行った。 







 研究２：全ての溝パターン内では平面上での培養に比較して直列した筋管細胞が出来た。5, 10 µm幅溝は
網目状の筋管細胞を、25, 50 µm溝はMyogenin発現率の高い直列した1~2本の筋管細胞を、200, 400 µm溝は1~3
本程度の100 µm以上の太さのある細胞と多数のごく細い筋管細胞を作り出す傾向が見受けられた。また、
太い溝内ではPVAに隣接した細胞ほど整列した。 
 研究３：溝幅403.32 µm、深さ123.60 µmの溝幅を持つアルギン酸足場材料が出来、その足場上に、並列し
た筋管細胞を含むコラーゲンゲルを作製することに成功した。1、3、5、7、10、14日目の、足場材料に対す
る細胞の角度は、それぞれ24.54°、22.27°、10.15°、10.70°、9.33°、6.18°であり、培養期間が長くなるにつれ






























マである。本研究は、先天性横隔膜ヘルニアの治療を想定し、basic fibroblast growth factor (bFGF)徐放による
移植筋芽細胞生存率の向上、溝パターン幅が直列した筋管細胞分化に及ぼす影響、直列した筋管細胞を包埋
するゲル化コラーゲン作製、の 3つのテーマに関する研究より構成される。本研究により、bFGF徐放併用
は移植筋芽細胞生存率を改善すること、目的により至適な溝幅があること、3次元的に細胞増殖する整列し
た筋管細胞内包コラーゲンシート作製が可能であること、が示された。今後、移植可能な強度を有する並列
化筋管細胞シート開発などに発展することが期待される。 
2013年 12月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
